
古
来
、
隠
者
文
芸
の
代
表
と
さ
れ
、
こ
の
世
を
捨
て
た
「
法
師
」
兼
好
の
筆

に
な
る
は
ず
の
『
徒
然
草
』
の
中
に
、
現
世
の
人
間
に
関
す
る
記
述
の
多
い
こ

と
は
、
読
む
者
に
意
外
な
感
じ
さ
え
与
え
る
。
し
か
も
、
そ
こ
に
登
場
す
る
人

間
の
類
型
は
、
多
種
多
様
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
学
が
指

※

摘
さ
れ
た
通
り
、
『
徒
然
草
』
全
二
百
四
十
三
段
の
う
ち
、
自
然
も
し
く
は
自

然
物
を
題
材
と
す
る
段
は
、
僅
か
に
五
段
を
数
え
る
の
承
で
、
あ
と
は
す
べ
て

人
間
お
よ
び
人
間
社
会
に
触
れ
る
章
段
ば
か
り
で
あ
る
。
取
り
上
げ
ら
れ
た
人

物
の
数
は
、
二
百
七
十
人
前
後
に
及
ぶ
。

こ
こ
か
ら
し
て
、
兼
好
の
主
要
な
関
心
は
、
自
然
に
対
し
て
で
は
な
く
、
ま

さ
に
一
貫
し
て
、
人
間
そ
の
も
の
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
知
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
『
徒
然
草
』
の
主
題
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
人
事
で
あ
る
。
人
間
描

写
な
い
し
人
間
記
録
が
、
『
徒
然
草
』
に
お
け
る
兼
好
の
課
題
で
あ
っ
た
と
言

え
そ
う
で
あ
る
。

序

『
徒
然
草
』
に
お
け
る
「
ま
こ
と
の
人
」

し
か
し
、
そ
う
は
言
っ
て
も
、
兼
好
は
、
人
間
社
会
へ
の
興
味
に
終
始
し
た

わ
け
で
は
な
く
、
人
事
へ
の
執
着
だ
け
を
も
っ
て
、
よ
し
と
し
た
の
で
も
な
い
。

こ
の
世
の
人
間
ど
も
の
抱
く
思
想
、
彼
等
の
示
す
性
格
や
行
動
を
、
そ
の
ま
ま

常
に
肯
定
的
に
容
認
し
た
の
で
も
な
い
。
『
徒
然
草
』
に
お
い
て
は
、
あ
る
人

間
の
あ
る
行
動
は
、
時
に
厳
し
く
断
罪
さ
れ
、
あ
る
性
格
は
戯
画
化
さ
れ
、
あ

る
思
想
は
全
面
的
に
否
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
究
極
的
に
は
、
人
事
を
越
え
る

志
向
さ
え
も
、
示
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
我
々
の
問
題
は
、
兼
好
が
、
い
か
な
る
人
間
を
是
と
し
、
い
か
な

る
人
間
を
非
と
し
た
か
、
そ
し
て
そ
の
価
値
判
断
の
基
準
は
何
か
、
と
い
う
点

に
絞
ら
れ
て
く
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、
こ
の
是
非
の
対
立

を
越
え
た
所
に
、
兼
好
は
、
ど
の
よ
う
な
人
間
を
立
た
せ
た
か
が
、
問
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
、
兼
好
は
、
い
か
な
る
人
間
を
究
極
の
典
型
と

し
た
か
と
い
う
こ
と
が
、
我
々
の
考
察
の
中
心
に
据
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
兼
好
の
人
間
観
と
そ
の
思
想
的
根
拠
の
解
明
が
、
こ
の
論
文
の
主
題

で
あ
る
。

広
神
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さ
て
、
兼
好
が
、
「
あ
ら
ま
ほ
し
」
と
し
、
「
あ
り
た
し
」
と
願
っ
た
望
ま

し
い
人
間
類
型
に
は
、
ま
ず
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
伝
統
的
な
王
朝

貴
族
的
人
間
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
、
新
興
の
武
士
的
人
間
で
あ
る
。

こ
れ
ら
両
者
の
関
係
を
見
る
と
、
王
朝
貴
族
的
人
間
と
武
士
的
人
間
と
は
、

相
互
に
矛
盾
・
対
立
し
合
う
関
係
に
あ
る
。
歴
史
的
観
点
か
ら
し
て
も
、
前
者

の
否
定
が
後
者
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
対
立
し
、
相
互
に

矛
盾
す
る
立
場
に
立
つ
二
つ
の
人
間
像
に
対
し
て
、
兼
好
は
、
究
極
的
に
は
、

両
者
を
越
え
る
第
三
の
人
間
像
を
提
示
す
る
。
そ
れ
が
求
道
的
・
宗
教
的
人
間

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
兼
好
に
よ
れ
ば
、
「
よ
き
人
」
と
し
て
の
伝
統
的
・

王
朝
貴
族
的
人
間
に
対
立
す
る
否
定
契
機
は
、
「
片
田
舎
の
人
」
と
呼
ば
れ
る

新
興
武
士
的
人
間
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
両
者
の
対
立
を
越
え
た
所
に

成
立
す
る
、
真
に
新
し
い
、
ま
さ
に
在
る
べ
き
理
想
的
人
間
と
し
て
、
求
道
的
・

宗
教
的
人
間
が
挙
げ
ら
れ
る
。
『
徒
然
草
』
第
三
十
八
段
に
言
う
と
こ
ろ
の

「
ま
こ
と
の
人
」
が
そ
れ
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。

※
西
尾
実
『
つ
れ
づ
れ
草
文
学
の
世
界
』
（
昭
和
調
年
、
法
政
大
学
出
版
局
刊
）
師
・
ヘ
ー
ジ
。

うぐ

兼
好
が
、
『
徒
然
草
』
に
お
い
て
描
い
た
人
間
類
型
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ

う
に
、
多
種
多
様
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
『
徒
然
草
』
が
、
文
字
通
り
「
つ
れ

人
＼
な
る
ま
入
に
」
鰯
一
）
書
き
継
が
れ
た
随
筆
作
品
で
あ
る
と
こ
ろ
に
由
来
す

る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
人
間
類
型
は
、
単
に
多
様
で
あ
る

ば
か
り
で
な
く
、
同
一
の
類
型
に
対
し
前
後
相
矛
盾
す
る
評
価
の
与
え
ら
れ
る

場
合
も
、
少
な
く
な
い
。
論
旨
自
体
に
も
時
と
し
て
撞
着
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
『
徒
然
草
』
に
描
か
れ
た
人
間
類
型
の
輪
郭
を
全
体
と
し
て
と

ら
え
る
こ
と
は
、
な
か
な
か
容
易
で
は
な
く
、
兼
好
の
思
想
を
整
合
的
か
つ
原

理
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
と
解
釈
が
提
出
さ
れ
る
こ

と
に
も
な
る
。

ま
ず
、
作
品
と
し
て
の
『
徒
然
草
』
の
思
想
的
性
格
か
ら
見
て
い
こ
う
。
と

こ
ろ
で
、
こ
の
作
業
は
、
必
然
的
に
、
『
徒
然
草
』
の
作
者
兼
好
そ
の
人
の
人

間
的
性
格
の
考
察
と
、
切
り
離
し
難
く
結
び
つ
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
す

な
わ
ち
、
作
品
『
徒
然
草
』
の
思
想
的
根
底
の
探
求
は
、
『
徒
然
草
』
の
作
者

・
兼
好
の
人
間
性
の
解
明
と
、
同
時
に
絡
み
合
わ
せ
て
進
め
ら
れ
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

さ
て
、
『
徒
然
草
』
を
思
想
史
的
に
取
り
上
げ
た
最
初
の
研
究
は
、
村
岡
典

※

嗣
氏
の
論
文
「
枕
草
紙
と
徒
然
草
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
こ
に
お
い

て
、
村
岡
氏
は
、
『
徒
然
草
』
は
、
「
趣
味
的
対
求
道
的
の
二
重
性
を
有
し
て

ゐ
る
」
と
、
問
題
を
提
起
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
『
徒
然
草
』
の
内
包
す
る
問
題

は
、
村
岡
氏
に
よ
れ
ば
、
．
切
を
否
定
し
、
一
大
事
の
為
め
に
万
事
を
捨
つ

べ
き
を
言
ひ
、
只
今
の
一
念
に
真
に
生
き
よ
と
な
し
た
緊
張
せ
る
求
道
的
心
境

に
於
い
て
、
な
ほ
か
の
種
々
の
趣
味
的
鑑
賞
を
敢
へ
て
し
得
る
の
思
想
的
根
底

は
、
い
づ
こ
に
あ
り
や
、
の
問
題
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
「
最
も
統
一

的
可
能
性
を
有
す
る
も
の
は
、
儒
に
あ
ら
ず
老
に
あ
ら
ず
し
て
、
仏
で
あ
ら

う
哩
と
の
解
釈
を
一
旦
は
立
て
る
が
、
し
か
し
、
す
ぐ
そ
の
あ
と
で
、
「
こ
の

見
解
は
、
（
中
略
）
作
者
が
思
想
的
根
拠
を
解
釈
し
て
妥
当
な
も
の
と
は
為
し

得
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
徒
然
草
中
一
部
を
除
い
て
そ
の
大
部
分
は
、
到
底
作

者
の
さ
う
い
ふ
意
図
を
予
想
し
得
な
い
も
の
で
あ
り
、
か
の
趣
味
的
文
字
の
如

き
、
之
を
強
ひ
て
止
観
の
立
場
か
ら
書
か
れ
た
と
す
る
が
如
き
は
、
明
ら
か
に

曲
解
に
陥
る
と
す
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
哩
と
し
て
、
捨
て
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

一
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「
畢
寛
求
道
的
と
趣
味
的
と
の
対
時
に
対
す
る
止
揚
原
理
は
、
之
を
或
種
の
具

体
的
の
教
理
や
主
義
に
求
め
る
こ
と
不
可
能
で
あ
る
。
け
だ
し
作
者
は
、
か
入
る

問
題
を
自
覚
し
、
反
省
し
て
、
何
等
か
の
解
決
を
志
し
た
哲
学
者
で
は
な
か
っ
た

し
、
ま
た
さ
う
い
ふ
意
味
で
学
び
来
ら
る
べ
き
哲
学
は
彼
は
之
を
有
す
べ
く
も

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
是
に
於
い
て
吾
人
は
、
寧
ろ
兼
好
て
ふ
特
殊
の
人
格

の
有
す
る
、
特
殊
の
心
境
に
、
そ
の
解
決
の
道
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
。
（
中

略
）
人
格
が
問
題
の
終
局
点
を
為
す
。
（
中
略
）
徒
然
草
の
思
想
は
、
か
入
る
人

格
の
所
産
で
あ
り
、
反
映
で
あ
る
巴
と
の
結
論
を
導
き
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

兼
好
に
お
け
る
矛
盾
の
統
一
原
理
は
、
思
想
な
い
し
哲
学
で
は
な
く
て
、
兼
好

の
人
格
な
い
し
心
境
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
結
論
に
至
る
ま
で
の
論
理
の
運
び

は
、
徹
底
的
に
一
貫
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
思
想
の
構
造
の
説
明
と
し
て
は
、

極
め
て
漠
然
と
し
て
お
り
、
抽
象
的
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
思
想
内
容
の
具
体

的
説
明
は
、
放
棄
さ
れ
た
か
に
受
け
取
れ
る
。
た
と
え
て
言
え
ば
、
兼
好
は
、

一
切
の
思
想
的
衣
装
を
脱
衣
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
か
。
思
う
に
、
最
初
の
問
題
の
設
定
の

仕
方
に
、
す
で
に
無
理
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
趣
味
的
対
求
道

的
」
と
い
う
対
時
の
さ
せ
方
そ
の
も
の
が
、
『
徒
然
草
』
の
内
容
に
即
し
て
い
な

い
。
兼
好
が
、
『
徒
然
草
』
に
お
い
て
、
対
立
的
に
考
え
て
い
る
の
は
、
王
朝

貴
族
と
武
士
と
の
関
係
で
あ
り
、
都
会
的
と
田
舎
的
と
の
関
係
で
あ
り
、
「
よ

き
人
」
と
「
よ
か
ら
ぬ
人
」
あ
る
い
は
「
片
田
舎
の
人
」
と
の
関
係
で
あ
る
。

村
岡
説
は
、
こ
の
立
場
か
ら
言
い
換
え
て
、
む
し
ろ
、
「
趣
味
的
対
実
行
的
」
、

な
い
し
は
、
「
主
情
的
対
主
意
的
」
と
す
る
方
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ

の
両
者
の
対
立
を
止
揚
す
る
の
が
、
実
は
、
「
求
道
的
」
契
機
な
の
で
あ
る
。

※
村
岡
典
嗣
『
続
日
本
思
想
史
研
究
』
（
昭
和
皿
年
、
岩
波
書
店
刊
）
に
収
め
る
。

特
に
同
書
岬
１
噸
・
へ
，
‐
ジ
よ
り
引
用
。

ｊ一一く

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
西
尾
実
氏
も
、
す
で
に
早
く
、
兼
好
な
ら
び
に
『
徒

然
草
』
に
関
す
る
諸
論
文
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
す

な
わ
ち
、
『
徒
然
草
』
に
は
、
都
市
的
・
貴
族
的
な
伝
統
要
素
と
、
地
方
的
・

庶
民
的
な
新
興
要
素
と
が
、
単
に
対
立
や
混
雑
の
ま
ま
に
存
在
す
る
だ
け
で
な

（
可
Ｊ
）

く
、
対
立
を
越
え
、
混
雑
を
否
定
し
た
統
一
・
調
和
の
方
向
が
現
わ
れ
て
い
る
、

と
。
西
尾
氏
は
、
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
図
式
を
、
京
都
的
な
も
の

と
鎌
倉
的
な
も
の
と
の
統
一
、
あ
る
い
は
、
公
卿
的
な
も
の
と
武
士
的
な
も
の

（
２
）

と
の
止
揚
、
と
い
う
ふ
う
に
言
い
換
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
古
川

哲
史
氏
に
よ
れ
ば
、
王
朝
憧
慢
と
坂
東
武
者
の
習
が
、
『
徒
然
草
』
の
思
想
的

（
３
）

骨
格
を
な
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
要
素
は
、
『
徒
然
草
』
の
中
で
は
、
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
場
合
に
見
ら
れ
る
。

ま
ず
、
貴
族
的
・
公
卿
的
要
素
は
、
「
荒
れ
た
る
宿
の
、
人
目
な
き
に
、
女

の
障
る
事
あ
る
比
に
て
、
つ
れ
人
～
と
籠
り
居
た
る
を
、
或
人
、
と
ぶ
ら
ひ
給

は
ん
と
て
、
夕
月
夜
の
覚
束
な
き
ほ
ど
に
、
忍
び
て
尋
ね
お
は
し
た
る
に
、
云

々
」
（
第
百
四
段
）
と
書
き
出
し
、
『
源
氏
物
語
』
の
模
倣
を
思
わ
せ
る
筆
致
で

王
朝
風
の
恋
愛
情
緒
を
綿
々
と
書
き
連
ね
た
り
す
る
所
に
表
わ
れ
る
。

す
で
に
、
江
戸
時
代
に
流
布
し
た
『
徒
然
草
』
の
古
い
注
釈
書
に
お
い
て
、

「
草
子
（
『
徒
然
草
』
を
指
す
。
ｌ
引
用
者
注
Ｉ
）
の
大
体
は
清
少
納
言
が
枕
草
子
を
模

（
４
４
）
マ
マ

し
、
源
氏
物
語
の
詞
を
用
ゆ
巴
（
『
寿
命
院
抄
』
）
と
あ
っ
た
り
、
「
大
低
清
紫
の

（
５
）

二
女
よ
り
事
お
こ
り
て
青
き
事
藍
よ
り
青
く
、
云
々
」
（
『
徒
然
草
句
解
』
）
と
言

一

五



っ
て
い
た
り
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
『
徒
然
草
』
が
、
王
朝
的
伝
統
の
流
れ
を
汲

む
も
の
と
受
け
取
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
古
来
、
周
知
の
事
実
で
あ
っ
た
と
言

鰐
え
ｒ
含
ヘ
ノ
Ｏ

他
方
、
武
士
的
・
庶
民
的
な
要
素
は
、
た
と
え
ば
、
第
十
五
段
で
、
「
ぼ
ろ

ぼ
ろ
」
と
呼
ば
れ
る
虚
無
僧
た
ち
の
対
決
の
場
面
を
描
き
、
そ
こ
に
、
「
死
を

軽
く
し
て
、
少
し
も
な
づ
ま
ざ
る
」
武
士
的
な
い
さ
ぎ
よ
さ
を
見
て
取
り
、
行

動
的
な
人
間
の
捨
て
身
の
姿
を
、
あ
る
感
銘
を
こ
め
て
活
写
し
て
い
る
所
な
ど

に
、
は
っ
き
り
と
読
承
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
て
、
西
尾
氏
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
二
要
素
を
止
揚
・
統
一
す
る
も
の

は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
「
文
芸
史
」
的
に
は
、
「
中
世
的
な
も
の
」
で

あ
り
、
「
中
世
的
な
文
化
」
な
い
し
「
新
し
い
中
世
的
様
式
」
を
意
味
し
て
い

（
６
）

る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
人
間
像
に
即
し
て
言
え
ば
、
「
中
世
的
人
間
像
」

と
な
る
。
現
に
、
西
尾
氏
に
、
『
徒
然
草
』
第
百
四
十
一
段
に
登
場
す
る
堯
蓮

（
７
）

上
人
を
論
じ
た
「
ひ
と
つ
の
中
世
的
人
間
像
」
と
い
う
論
文
が
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
し
て
も
、
『
徒
然
草
」
の
掲
げ
る
理
想
的
人
間
像
が
、
西
尾
氏
の
場
合
、

「
中
世
的
人
間
像
」
の
名
の
も
と
に
理
解
さ
れ
て
い
る
と
見
て
、
さ
し
つ
か
え

な
い
よ
う
で
あ
る
。
西
尾
氏
は
、
ま
た
、
別
の
論
文
「
『
つ
れ
づ
れ
草
』
に
お

（
Ｒ
ｕ
）

け
る
人
間
理
解
の
体
系
」
に
お
い
て
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
矛
盾
す
る
二
要
素

の
統
一
を
可
能
に
す
る
の
は
、
兼
好
の
抱
い
た
「
発
展
的
人
間
観
」
で
あ
る
こ

と
を
、
主
張
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
兼
好
の
人
間
観
は
、
人
間
性
の
平
面

的
理
解
に
止
ま
ら
ず
、
相
互
に
矛
盾
す
る
二
要
素
を
同
時
に
内
包
・
統
一
す
る

と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
言
わ
ば
立
体
的
な
構
造
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
言

鯵
え
レ
ー
令
八
ノ
。

た
だ
、
し
か
し
、
西
尾
氏
の
場
合
、
「
中
世
的
」
と
言
い
、
「
発
展
的
」
と

言
っ
て
も
、
そ
の
人
間
像
の
内
容
が
具
体
的
に
明
示
さ
れ
て
い
る
と
は
、
未
だ

必
ず
し
も
言
え
な
い
よ
う
に
思
う
。

そ
こ
で
、
本
論
で
は
、
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
て
、
言
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の

「
中
世
的
人
間
像
」
を
、
「
求
道
的
・
宗
教
的
人
間
」
と
名
づ
け
て
ゑ
た
い
の

で
あ
る
。
そ
の
「
求
道
的
・
宗
教
的
人
間
」
に
あ
た
る
の
が
、
第
三
十
八
段
に

言
う
「
ま
こ
と
の
人
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

注
（
１
）
．
（
２
）
西
尾
実
『
徒
然
草
』
解
説
（
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
釦
八
昭
和
兜
年
、
岩
波

書
店
刊
Ｖ
ｎ
ペ
ー
ジ
）
、
同
「
つ
れ
づ
れ
草
に
お
け
る
美
の
様
式
と
構
造
」
（
『
中
世
的

な
も
の
と
そ
の
展
開
』
八
昭
和
鏥
年
、
岩
波
書
店
刊
Ｖ
邪
ｌ
和
ペ
ー
ジ
）
、
同
「
ひ
と
つ

の
中
世
的
人
間
像
」
（
『
つ
れ
づ
れ
草
文
学
の
世
界
』
八
昭
和
調
年
、
法
政
大
学
出
版
局

刊
Ｖ
畑
。
ヘ
ー
ジ
）
な
ど
。

（
３
）
古
川
哲
史
『
日
本
倫
理
思
想
の
伝
統
』
（
昭
和
如
年
、
創
文
社
刊
）
釦
・
ヘ
ー
ジ
。

（
４
）
。
（
５
）
拳
縮
緬
『
徒
然
草
解
釈
大
成
』
（
昭
和
虹
年
、
岩
崎
書
店
刊
）
よ
り
引
用
。

（
６
）
西
尾
実
「
つ
れ
づ
れ
草
に
お
け
る
美
の
様
式
と
構
造
」
そ
の
他
。

（
７
）
．
（
８
）
前
掲
『
つ
れ
づ
れ
草
文
学
の
世
界
』
に
収
め
る
。

ｊ
一
一
一く

さ
て
、
そ
れ
で
は
、
「
ま
こ
と
の
人
」
と
は
い
か
な
る
人
間
を
い
う
か
。
そ

れ
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
ま
ず
、
第
三
十
八
段
に
お
い
て
、
兼
好
に
よ
っ
て

否
定
さ
れ
る
の
は
何
か
を
、
見
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

兼
好
が
否
定
す
る
の
は
、
Ｂ
利
欲
（
財
物
・
財
宝
へ
の
執
着
。
著
侈
。
）
、

目
名
誉
欲
（
高
位
・
高
官
へ
の
望
承
。
智
徳
の
誉
。
）
、
邑
智
徳
そ
の
も
の

こ
の
三
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
否
定
の
後
に
、
名
利
の
欲
望
に
も
智

徳
の
栄
誉
に
も
、
さ
ら
に
究
極
的
に
は
、
智
徳
そ
の
も
の
に
さ
え
、
と
ら
わ
れ

ぬ
「
ま
こ
と
の
人
」
が
立
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
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物
質
的
財
貨
へ
の
愛
着
は
、
人
を
煩
わ
し
、
破
滅
さ
せ
る
。
感
覚
的
快
楽
も

そ
の
と
き
限
り
の
味
気
な
い
も
の
だ
。
高
位
・
高
官
に
居
る
人
だ
け
が
秀
れ
た

人
で
は
な
い
の
に
、
こ
れ
を
い
ち
ず
に
望
む
の
は
、
愚
劣
で
あ
る
。
知
性
と
精

神
の
卓
越
に
よ
っ
て
、
名
声
を
か
ち
得
て
も
、
世
間
の
評
判
な
ど
と
い
う
も
の

は
、
「
止
ま
ら
ず
」
、
「
す
ゑ
や
か
に
去
る
」
も
の
だ
。
高
名
が
か
え
っ
て
非

難
の
原
因
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
し
て
、
死
後
の
名
声
な
ど
、
本
人
に
と
っ

て
、
無
益
で
あ
る
。
お
よ
そ
、
高
名
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
永
遠
性
を
有
し
な

い
し
、
絶
対
的
で
も
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
む
な
し
い
の
は
、
智
徳
の
誉
だ
け
で

は
な
い
。
智
徳
そ
の
も
の
が
、
所
詮
、
空
虚
で
あ
る
。
「
智
を
も
と
め
、
賢
を

願
ふ
」
人
は
、
「
智
恵
出
で
て
は
偽
あ
り
】
と
の
古
人
の
言
葉
を
思
い
出
す
が

よ
い
。
才
能
も
ま
た
、
人
間
を
迷
わ
せ
る
「
煩
悩
」
の
増
長
せ
る
も
の
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
要
す
る
に
、
一
切
の
智
徳
・
才
能
は
、
そ
れ
自
身
に
お
い
て
、
絶

対
的
価
値
た
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
智
恵
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
単
に
、
無

智
に
対
す
る
智
恵
で
し
か
な
く
、
相
対
的
で
あ
る
。
同
様
な
こ
と
は
、
善
・

悪
、
可
・
不
可
、
賢
・
愚
、
得
・
失
に
つ
い
て
も
、
言
い
得
る
。
こ
の
相
対
的

次
元
に
お
け
る
分
別
や
対
立
を
越
え
た
境
地
に
居
る
の
が
、
「
ま
こ
と
の
人
」

で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
ま
こ
と
の
人
」
は
、
智
も
な
く
、
徳
も
な
く
、
功
も
な

く
、
名
も
な
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
言
う
「
ま
こ
と
の
人
」
こ
そ
、
実
は
、
兼
好
が
、
真
に
望
ま
し
い
と

し
た
人
間
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

兼
好
は
、
一
方
で
は
、
伝
統
的
教
養
を
身
に
つ
け
た
王
朝
貴
族
的
人
間
を
、

「
よ
き
人
」
と
し
て
高
く
評
価
し
た
。
「
何
事
も
入
り
た
上
ぬ
さ
ま
し
た
る
ぞ

よ
き
。
よ
き
人
は
、
知
り
た
る
事
と
て
、
さ
の
み
知
り
顔
に
や
は
言
ふ
巴
（
第
七

十
九
段
）
と
か
、
「
よ
き
人
は
、
ひ
と
へ
に
好
け
る
さ
ま
に
も
見
え
ず
、
興
ず
る

さ
ま
も
等
閑
な
り
と
（
第
百
三
十
七
段
）
と
か
言
っ
て
い
る
の
を
見
て
も
明
ら
か
な

よ
う
に
、
学
問
・
教
養
を
誇
示
せ
ず
、
高
貴
な
品
位
と
節
度
あ
る
態
度
を
保
ち
、

洗
練
さ
れ
た
趣
味
を
楽
し
む
の
が
、
「
よ
き
人
」
の
資
格
で
あ
る
。

し
か
し
、
他
方
で
、
こ
の
伝
統
的
人
間
に
対
立
す
る
、
新
興
の
武
士
的
人
間

の
「
よ
さ
」
に
対
し
て
も
、
同
様
に
、
高
い
評
価
を
与
え
る
こ
と
を
忘
れ
な
か

っ
た
。
公
卿
・
貴
族
は
、
と
も
す
る
と
、
物
事
の
外
面
や
形
式
に
と
ら
わ
れ
て
、

そ
の
実
質
・
内
容
に
ま
で
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
兼
好
は
、
も
の
の

見
方
に
お
け
る
公
卿
・
貴
族
の
観
念
性
・
感
傷
性
を
し
り
ぞ
け
て
、
武
士
の
現

実
性
．
即
物
性
を
、
肯
定
的
に
評
価
し
た
。
第
百
二
十
二
段
に
お
い
て
は
、
現

世
に
処
す
る
才
能
に
つ
い
て
、
女
・
武
・
医
に
亘
る
実
用
的
知
識
を
重
視
し
、

職
人
的
技
能
習
得
の
必
要
性
を
説
き
、
「
詩
歌
に
巧
象
に
、
糸
竹
に
妙
な
る
は

幽
玄
の
道
、
君
臣
こ
れ
を
重
く
す
と
い
へ
ど
も
、
今
の
世
に
は
こ
れ
を
も
ち
て

世
を
治
む
る
事
、
漸
く
お
ろ
か
な
る
に
似
た
り
。
金
は
す
ぐ
れ
た
れ
ど
も
、
鉄

の
益
多
き
に
及
か
ざ
る
が
ご
と
し
巴
と
言
っ
て
、
現
実
主
義
・
実
用
主
義
の
立

場
を
表
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
節
操
を
守
る
剛
毅
、
死
を
も
軽
く
す
る
勇
敢
、

簡
素
・
倹
約
を
旨
と
す
る
日
常
の
生
活
態
度
を
、
武
士
に
特
有
な
好
ま
し
い
も

の
と
看
倣
し
て
い
る
。

と
は
い
え
、
兼
好
は
、
こ
れ
ら
両
者
の
い
ず
れ
を
も
、
そ
の
ま
ま
の
姿
に
お

い
て
、
望
ま
し
い
究
極
の
人
間
像
と
認
め
た
の
で
は
な
い
。

先
に
も
見
た
よ
う
に
、
王
朝
貴
族
的
人
間
の
一
典
型
は
、
兼
好
に
よ
れ
ば
、

「
よ
き
人
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
「
学
問
・
教
養
の
あ
る
人
」
を
意
味
す
る

ほ
か
に
、
「
雅
房
大
納
言
は
、
才
賢
く
、
よ
き
人
に
て
、
大
将
に
も
な
さ
ば
や
」

（
第
百
二
十
八
段
）
と
い
う
用
例
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
よ
き
人
」
で
あ
る

こ
と
が
、
官
位
昇
進
の
一
条
件
と
考
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
知
ら
れ
、
か

一
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く
て
、
「
よ
き
人
」
は
、
「
身
分
・
地
位
の
高
い
人
」
を
も
意
味
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
く
。
宮
廷
を
中
心
と
す
る
貴
族
社
会
に
お
い
て
、
官
位
の
昇
進
、
そ

れ
に
件
う
権
勢
の
増
大
と
一
門
の
栄
華
と
が
、
公
卿
・
貴
族
の
理
想
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
貴
族
は
誰
も
、
「
よ
き
人
」
た
る
こ
と
を
目
ざ

し
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
兼
好
言
う
と
こ
ろ
の
「
ま
こ
と
の
人
」
は
、
官

位
は
も
と
よ
り
、
智
徳
・
学
問
の
栄
誉
も
、
さ
ら
に
は
智
徳
そ
の
も
の
さ
え
も
、

超
越
し
た
境
涯
に
居
る
の
で
あ
る
。

他
方
、
新
興
の
武
士
的
人
間
、
な
か
ん
ず
く
坂
東
武
者
と
呼
ば
れ
る
武
士

は
、
ゑ
ず
か
ら
の
武
功
・
武
名
が
、
敵
・
味
方
を
問
わ
ず
、
広
く
天
下
に
知
ら

れ
る
こ
と
を
、
最
高
の
栄
誉
と
し
た
の
で
あ
る
。
「
弓
馬
ノ
家
二
生
レ
タ
ル
者

（
１
人
）

ハ
名
ヲ
コ
ソ
惜
メ
、
命
ヲ
（
惜
マ
ヌ
者
ヲ
巴
（
『
太
平
記
』
巻
十
四
）
と
言
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
武
士
に
と
っ
て
は
、
生
命
以
上
に
「
名
」
が
大
切
と
さ
れ
、
一

切
の
功
利
・
打
算
を
越
え
て
、
「
名
」
は
純
粋
に
「
名
そ
の
も
の
」
と
し
て
追

求
さ
れ
た
。
し
か
も
、
そ
の
武
名
は
、
「
埋
れ
ぬ
名
を
永
き
世
に
残
さ
ん
と
は
、

（
２
）

弓
矢
取
身
の
本
懐
な
れ
ど
（
『
北
条
五
代
記
』
巻
七
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
死
後

に
も
語
り
伝
え
ら
れ
る
末
代
ま
で
の
高
名
で
あ
る
。
武
士
に
と
っ
て
、
「
名
」

は
、
永
遠
性
を
持
つ
べ
き
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
兼
好
を
し
て
言
わ
せ
れ
ば
、
お
よ
そ
名
誉
な
ど
と
い
う
も
の

は
、
永
続
す
る
も
の
で
は
な
く
、
死
後
に
名
が
残
っ
て
も
、
意
味
が
な
い
。
そ

れ
ば
か
り
で
な
く
、
し
ば
し
ば
、
そ
れ
は
、
わ
ざ
わ
い
の
因
と
も
な
る
。
そ
の

よ
う
な
「
名
」
が
、
「
功
も
な
く
、
名
も
な
し
哩
と
す
る
「
ま
こ
と
の
人
」
に

と
っ
て
、
究
極
の
拠
り
所
と
な
り
得
な
い
の
は
、
当
然
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
兼
好
は
、
伝
統
的
な
王
朝
貴
族
的
人
間
の
中
に
も
、
そ
し
て

同
時
に
、
新
興
の
武
士
的
人
間
の
中
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
等
し
く
積
極
的
な
価
値

を
認
め
は
す
る
が
、
未
だ
そ
こ
に
究
極
の
絶
対
的
価
値
を
求
め
て
は
い
な
い
。

そ
れ
ら
は
な
お
相
対
的
価
値
に
止
ま
る
と
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
貴
族
を
し

て
貴
族
た
ら
し
め
る
価
値
、
貴
族
の
目
ざ
し
た
理
想
、
武
士
を
し
て
武
士
た
ら

し
め
る
価
値
、
武
士
が
生
命
を
賭
け
た
本
懐
、
ｌ
そ
れ
ら
は
、
依
然
と
し
て
、

兼
好
に
と
っ
て
は
、
究
極
の
価
値
た
り
得
な
い
。
な
ぜ
か
。
兼
好
の
目
ざ
す

「
ま
こ
と
の
人
」
は
、
も
と
も
と
、
一
切
の
相
対
的
な
対
立
・
区
別
の
次
元
を

超
越
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
相
対
的
な
善
・
悪
の
区
別
を

越
え
て
成
立
す
る
絶
対
的
な
善
、
相
対
的
差
別
を
越
え
た
絶
対
的
無
差
別
の
境

地
、
ｌ
そ
こ
に
到
達
し
得
た
人
を
、
兼
好
は
、
「
ま
こ
と
の
人
」
と
言
う
の

で
あ
る
。
言
わ
ば
、
「
無
為
自
然
」
の
「
道
」
を
体
得
し
た
人
の
こ
と
で
あ
る
。

「
ま
こ
と
の
人
」
を
、
こ
の
よ
う
な
意
味
に
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
境
地
は
、

仏
教
の
悟
境
に
も
通
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
．

と
こ
ろ
で
、
「
ま
こ
と
の
人
」
の
出
典
に
つ
い
て
言
え
ば
、
荘
子
が
、
曾
州

の
南
華
山
に
隠
棲
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
号
を
「
南
華
真
人
」
と
言
い
、
こ

（
３
）

の
「
真
人
」
の
和
訓
が
「
ま
こ
と
の
人
」
だ
と
す
る
説
も
あ
る
。
だ
が
、
実
際

に
は
、
「
真
人
」
な
る
言
葉
は
、
た
と
え
ば
、
『
荘
子
』
の
「
大
宗
師
篇
」
に
、

「
古
之
真
人
。
不
し
逆
し
寡
。
不
し
雄
し
成
○
不
し
謨
レ
士
些
と
出
て
お
り
、
『
楚
辞
』

の
「
服
賦
」
に
は
、
「
衆
人
惑
惑
。
好
悪
積
し
意
。
真
人
惜
漠
。
独
与
レ
道
息
。

釈
し
智
遺
レ
形
。
超
然
自
喪
。
蓼
廓
忽
荒
。
与
レ
道
翔
翔
哩
と
あ
っ
た
り
す
る
ほ

（
４
）

か
、
『
列
子
』
、
『
惟
南
子
』
、
『
史
記
』
、
等
々
、
に
も
見
ら
れ
る
。
仏
教

で
は
、
「
し
ん
に
ん
」
（
真
人
）
と
呼
ば
れ
、
有
名
な
「
臨
済
赤
肉
団
上
の
話
」

に
、
「
赤
肉
団
上
有
二
一
無
位
真
人
元
常
従
二
汝
等
諸
人
面
門
一
出
入
。
未
一
一
証
拠
一

（
５
）

者
、
看
看
巴
と
あ
る
。
『
中
本
起
経
』
（
上
）
に
は
、
「
身
正
修
レ
徳
。
履
レ
道

（
《
Ｏ
）

忽
レ
栄
棄
レ
利
。
義
日
一
真
人
一
哩
と
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
道
の
奥
義
を
悟

一
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り
得
た
人
、
真
理
を
悟
っ
た
人
、
の
意
に
お
い
て
使
わ
れ
て
い
る
。
要
す
る

に
、
「
真
人
」
と
は
、
世
俗
的
な
る
も
の
、
常
識
的
な
る
も
の
、
地
上
的
な
る

も
の
、
人
間
的
な
る
も
の
を
超
越
し
、
融
通
無
腰
の
境
地
に
悟
入
し
、
何
も
の

に
も
と
ら
わ
れ
ぬ
、
自
由
自
在
な
、
生
活
の
実
践
者
と
な
っ
た
人
の
こ
と
を
言

シ
、
ノ
○

そ
の
思
想
的
根
底
は
、
仏
教
思
想
と
言
っ
て
よ
く
、
ま
た
老
荘
思
想
と
言
っ

て
も
よ
く
、
あ
る
い
は
、
両
者
の
潭
然
一
体
の
融
化
と
言
っ
て
、
さ
し
つ
か
え

な
い
で
あ
ろ
う
。

注
（
１
）
『
太
平
記
』
巻
十
四
（
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
弱
八
昭
和
鏥
年
、
岩
波
書
店
刊
Ｖ
）
田

ペ
ー
ジ
。

（
２
）
『
北
条
五
代
記
』
巻
七
（
『
Ａ
北
条
史
料
集
』
昭
和
虹
年
、
人
物
往
来
社
刊
Ｖ
）
郷
。
ヘ
ー

ジ
。

（
３
）
富
倉
徳
次
郎
『
類
纂
評
釈
・
徒
然
草
』
（
昭
和
瓢
年
開
文
社
刊
）
・
三
谷
・
峯
村
編
『
徒

然
草
解
釈
大
成
』
（
昭
和
虹
年
、
岩
崎
書
店
刊
）
四
・
ヘ
ー
ジ
に
依
り
引
用
。

３

（
４
）
『
列
子
』
「
楊
朱
」
に
は
、
「
子
与
二
真
人
一
居
而
不
し
知
也
。
」
と
あ
る
。

『
准
南
子
』
「
本
経
訓
」
に
は
、
「
莫
レ
死
莫
レ
生
。
莫
レ
虚
莫
レ
盈
。
是
謂
二
真
人
一
巴

と
あ
る
。

『
史
記
』
「
司
馬
相
如
伝
」
に
は
、
「
邪
絶
二
少
陽
一
而
登
二
太
陰
一
今
。
与
二
真
人
一
乎
相

求
。
互
折
霧
窕
以
右
転
令
。
横
属
二
飛
泉
一
以
正
東
。
」
と
あ
る
。
（
以
上
、
『
大
漢
和

辞
典
』
）

な
お
、
先
に
引
い
た
『
荘
子
』
「
大
宗
師
篇
」
の
一
部
を
、
原
富
男
『
現
代
語
訳
・
荘
子
』

に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
「
む
か
し
の
真
人
は
、
す
ぐ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
拒
ま
な
い
、
成
功

し
て
も
ほ
こ
ら
な
い
、
か
れ
こ
れ
事
を
計
画
し
な
い
、
」
と
な
っ
て
い
る
。
（
昭
和
師
年

春
秋
社
刊
『
現
代
語
訳
・
荘
子
』
妬
。
ヘ
ー
ジ
）

（
５
）
『
臨
済
録
』
（
昭
和
“
年
改
版
岩
波
文
庫
本
）
犯
・
ヘ
ー
ジ
。

Ｊ四く

「
ま
こ
と
の
人
」
は
、
相
互
に
対
立
す
る
貴
族
的
人
間
と
武
士
的
人
間
と
の

両
者
を
、
そ
れ
ら
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
み
ず
か
ら
の
存
在
を
支
え
る
地
盤
と
し
て

い
た
次
元
を
越
え
て
、
さ
ら
に
一
段
高
い
次
元
に
お
い
て
統
一
す
る
、
最
も
願

わ
し
い
人
間
と
し
て
、
兼
好
が
描
い
て
見
せ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
ま
こ
と
の
人
」
と
い
う
言
葉
だ
け
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
れ
は
、

『
徒
然
草
』
全
篇
を
通
じ
て
、
こ
の
第
三
十
八
段
に
唯
一
回
見
え
る
だ
け
で
あ

る
。
だ
が
、
「
ま
こ
と
の
人
」
の
意
味
を
内
容
的
に
裏
づ
け
る
よ
う
な
具
体
例

は
、
か
な
り
多
く
の
章
段
の
中
に
、
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

た
と
え
ば
、
「
後
の
世
の
事
、
心
に
忘
れ
ず
、
仏
の
道
う
と
か
ら
い
、
こ
上

ろ
に
く
し
と
（
第
四
段
）
と
あ
り
、
「
人
は
己
を
つ
賞
ま
や
か
に
し
、
箸
り
を
退

け
て
、
財
を
も
た
ず
、
世
を
む
さ
ぼ
ら
ざ
ら
ん
ぞ
、
い
ゑ
じ
か
る
べ
き
巴
（
第

十
八
段
）
と
あ
る
所
な
ど
に
、
そ
れ
は
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
第
六
十
段

で
は
、
世
間
の
常
識
的
な
目
に
は
非
常
識
と
し
か
映
ら
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
奇

行
を
重
ね
る
け
れ
ど
、
一
向
に
人
か
ら
厭
わ
れ
ず
、
万
事
許
さ
れ
て
い
た
と
い

う
盛
親
僧
都
に
つ
い
て
語
り
、
「
徳
の
至
れ
り
け
る
に
や
巴
と
、
そ
の
徹
底
し

た
自
由
人
的
生
活
態
度
に
共
鳴
し
て
い
る
。
同
様
な
趣
旨
は
、
栂
尾
の
明
慧
上

人
に
関
す
る
第
百
四
十
四
段
に
も
見
ら
れ
、
さ
ら
に
、
第
百
八
十
八
段
に
は
、

自
分
の
疑
問
を
解
き
明
か
し
て
く
れ
る
人
の
所
在
を
知
る
や
否
や
、
即
刻
雨
の

中
へ
走
り
出
て
行
っ
た
登
蓮
法
師
の
こ
と
が
、
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
法
顕

三
蔵
が
、
異
郷
に
あ
っ
て
、
故
郷
の
扇
を
見
て
悲
し
ゑ
、
故
国
の
食
物
を
食
べ

た
が
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
弘
融
僧
都
が
、
「
優
に
情
あ
り
け
る
三
蔵
か
な
」

（
６
）
『
織
田
・
仏
教
大
辞
典
』
（
昭
和
調
年
、
大
蔵
出
版
刊
、
補
訂
縮
刷
版
）
皿
・
ヘ
ー
ジ
〆

８
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と
評
し
た
の
に
対
し
、
兼
好
は
、
「
法
師
の
や
う
に
も
あ
ら
ず
、
心
に
く
上
覚

え
し
か
巴
と
言
っ
て
、
人
情
の
自
然
に
従
順
な
、
柔
和
な
心
の
持
ち
主
・
弘
融

僧
都
を
、
そ
し
て
法
顕
三
蔵
を
も
、
奥
ゆ
か
し
い
人
と
し
て
い
る
。
（
第
八
十
四

段
）
こ
こ
で
、
「
法
師
の
や
う
に
も
あ
ら
ず
」
と
言
う
「
法
師
」
は
、
元
来
は

人
間
に
真
の
自
由
を
も
た
ら
す
は
ず
の
仏
法
に
、
た
だ
繋
縛
さ
れ
る
だ
け
で
、

心
の
自
由
を
失
な
い
、
人
情
に
反
し
、
頑
迷
固
晒
な
精
神
し
か
持
た
な
く
な
っ

た
法
師
の
こ
と
で
あ
る
。
兼
好
は
、
「
そ
の
物
に
つ
き
て
、
そ
の
物
を
費
し
そ

こ
な
ふ
物
」
は
、
無
数
に
あ
る
と
し
て
、
身
体
に
つ
く
風
と
同
様
に
、
「
僧
に

法
あ
り
臣
（
第
九
十
七
段
）
と
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
法
師
は
、
兼
好
に
と
っ

て
も
、
「
羨
ま
し
か
ら
ぬ
も
の
」
（
第
一
段
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
さ
ら
に
、

「
す
べ
て
人
は
、
無
智
無
能
な
る
べ
き
も
の
な
り
巴
（
第
二
百
三
十
二
段
）
と
言
う

が
、
こ
れ
は
、
「
ま
こ
と
の
人
」
の
在
り
方
を
言
っ
た
も
の
と
、
受
け
取
れ
る
。

ま
た
、
「
人
は
天
地
の
霊
な
り
。
天
地
は
か
ぎ
る
所
な
し
。
人
の
性
な
ん
ぞ
こ

と
な
ら
ん
。
寛
大
に
し
て
極
ま
ら
ざ
る
時
は
、
喜
怒
こ
れ
に
さ
は
ら
ず
し
て
、

物
の
た
め
に
わ
づ
ら
は
ず
ど
（
第
二
百
十
一
段
）
と
か
、
「
虚
空
よ
く
物
を
容
る
。

我
等
が
こ
入
る
に
念
念
の
ほ
し
き
ま
入
に
来
り
う
か
ぶ
も
、
心
と
い
ふ
も
の
の

な
き
に
や
あ
ら
ん
。
心
に
ぬ
し
あ
ら
ま
し
か
ぱ
、
胸
の
う
ち
に
、
若
干
の
こ
と

は
入
り
き
た
ら
ざ
ら
ま
し
巴
（
第
二
頁
一
千
五
匙
と
か
あ
る
の
は
、
老
荘
思
想
に

い
う
「
道
」
の
性
格
の
指
摘
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
く
、
ま
た
、
仏
教
の
説
く

「
無
心
」
と
も
受
け
取
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
道
理
を
自
覚
し
た
の
が
「
ま
こ

と
の
人
」
で
あ
る
。

た
だ
し
、
兼
好
が
『
徒
然
草
』
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
論
を
展
開
し
て
い

る
こ
と
を
も
っ
て
、
直
ち
に
、
兼
好
そ
の
人
が
事
実
「
ま
こ
と
の
人
」
に
成
り

切
っ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
速
断
に
陥
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
現
実
の

兼
好
そ
の
人
と
、
「
ま
こ
と
の
人
」
と
は
別
個
に
切
り
離
し
て
考
え
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
、
兼
好
が
、
迷
い
の
心
で
見
ら
れ
た
現
実
を
、
「
万
事
は
皆
非
な
り
。

言
ふ
に
た
ら
ず
、
願
ふ
に
た
ら
ず
哩
（
第
三
十
八
段
）
と
否
定
し
て
、
「
ま
こ
と

の
人
」
を
目
ざ
し
た
こ
と
だ
け
は
、
『
徒
然
草
』
を
見
る
限
り
、
言
い
得
る
と

思
う
の
で
あ
る
。

実
際
に
は
、
兼
好
が
菩
提
の
真
義
を
体
得
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
、（
１
）

従
っ
て
、
ま
た
、
『
徒
然
草
』
が
「
菩
提
証
果
の
消
息
に
は
触
れ
て
ゐ
な
い
」

こ
と
は
、
す
で
に
言
わ
れ
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
果
た
し
て
、
彼
は
、

単
な
る
傍
観
者
に
止
ま
る
こ
と
を
も
っ
て
潔
し
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
橘
純

一
氏
は
、
『
徒
然
草
』
の
全
章
段
を
、
内
容
に
即
し
て
統
計
的
に
分
類
し
「
特

に
儒
教
的
及
び
仏
教
の
戒
律
的
態
度
で
の
人
生
訓
」
を
述
べ
た
章
段
を
十
七
段

「
無
常
の
強
調
と
出
家
叉
は
閑
居
の
勧
説
」
の
章
段
を
二
十
二
段
挙
げ
、
こ
れ

ら
を
合
わ
せ
た
三
十
九
段
は
、
仏
教
に
触
れ
る
内
容
を
述
べ
た
も
の
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
数
は
統
計
的
に
は
僅
少
で
あ
る
か
ら
、
「
仏
教

（
⑨
全
）

思
想
は
決
し
て
本
書
の
思
想
内
容
の
主
流
を
な
す
も
の
と
は
い
へ
ま
い
こ
と
論

じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
問
題
は
、
単
に
数
量
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
、
「
ま
こ
と

の
人
」
に
関
連
す
る
兼
好
の
仏
教
的
発
想
の
質
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
現
世

の
信
義
・
礼
儀
に
背
き
、
非
人
情
と
の
穀
り
を
得
よ
う
と
も
、
意
に
介
せ
ず

（
第
百
十
二
段
）
、
「
直
ち
に
万
事
を
放
下
し
て
道
に
む
か
ふ
」
（
第
二
百
四
十
一
段
）

べ
き
こ
と
を
説
い
て
や
ま
な
い
、
彼
の
求
道
的
志
向
の
そ
の
深
さ
、
切
実
さ
、

に
問
題
が
あ
る
と
思
う
。

注
（
１
）
橘
純
一
校
註
『
徒
然
草
」
解
説
（
昭
和
翠
年
朝
日
新
聞
社
刊
）
岬
ヘ
ー
ジ
。

（
２
）
同
書
虹
。
ヘ
ー
ジ
。
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ｊ五く

最
後
に
、
結
論
を
述
べ
る
前
に
、
兼
好
と
仏
教
思
想
と
の
関
係
を
見
て
お
こ

う
。
た
だ
、
仏
教
思
想
と
い
っ
て
も
、
そ
の
内
容
は
種
々
雑
多
で
あ
り
、
体
系

的
と
は
言
え
な
い
。

ま
ず
、
天
台
教
学
と
の
関
連
か
ら
見
る
と
、
『
摩
訶
止
観
』
か
ら
の
引
用
が

（
１
）

あ
る
（
第
七
十
五
段
）
ほ
か
、
「
天
台
六
即
」
に
触
れ
た
「
究
寛
は
理
即
に
ひ
と

し
ど
（
第
二
百
十
七
段
）
と
か
、
金
剛
三
昧
院
奉
納
の
「
理
即
よ
り
究
寛
に
至
る
仏

（
⑨
凸
）

こ
そ
ひ
と
つ
心
の
玉
と
ゑ
ゆ
ら
め
」
と
い
う
和
歌
が
あ
る
。
ま
た
、
「
後
七
日

の
阿
閨
梨
」
（
第
六
十
三
段
）
、
「
阿
字
本
不
生
」
（
第
百
四
十
四
段
）
、
「
光
明
真

言
」
・
「
宝
筐
印
陀
羅
尼
」
（
第
一
旨
一
千
二
段
）
に
言
及
し
た
り
、
真
言
僧
・
道

我
僧
正
と
歌
友
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
は
、
真
言
教
学
の
教
養
も
あ
っ
た
と

見
ら
れ
る
。

浄
土
宗
系
統
と
の
関
連
で
は
、
ま
ず
、
ヨ
言
芳
談
』
か
ら
の
引
用
が
注
目

さ
れ
る
（
第
九
十
八
段
）
・
そ
の
他
、
浄
土
宗
と
の
関
係
は
、
「
六
時
礼
讃
」
と
安

楽
、
善
観
房
と
．
念
の
念
仏
」
、
「
法
事
讃
」
な
ど
に
触
れ
た
り
（
第
一
言
二

十
七
段
）
、
法
然
上
人
の
言
葉
を
「
尊
し
」
と
し
た
り
（
蔓
一
千
九
段
）
し
て
い
る

と
こ
ろ
に
、
見
ら
れ
る
。

マ
マ

一
方
、
禅
宗
と
の
関
連
は
、
「
散
乱
の
心
な
が
ら
も
、
繩
床
に
座
せ
ぱ
、
覚
え

ず
し
て
禅
定
な
る
く
し
巴
（
第
百
五
十
七
段
）
と
か
、
「
文
字
の
法
師
・
暗
証
の
禅

師
」
（
第
百
九
十
三
段
）
と
か
あ
る
所
か
ら
、
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な

く
、
兼
好
は
、
六
条
有
忠
か
ら
買
い
取
っ
た
水
田
を
、
大
応
国
師
の
塔
頭
（
禅

（
の
○
）

宗
寺
院
）
に
「
売
り
寄
進
」
し
て
い
る
（
元
享
２
年
二
一
三
二
）
・
そ
の
他
、
文
体

（
４
）

の
上
で
の
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
と
の
相
似
は
、
す
で
に
先
学
た
ち
の
指
摘
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
も
、
曹
洞
禅
、
臨
済
禅
両
方
か
ら
の
樛
透
が
見
ら

（
頁
Ｊ
）
（
Ｒ
ｕ
）

れ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
時
宗
（
時
衆
）
と
の
接
触
に
つ
い
て
の
論
及
も
な
さ

れ
て
い
る
。

注（
利
上
）

（
ワ
』
）

（
の
。
）

鈴
木
久
氏
は
、
「
つ
れ
づ
れ
草
と
摩
訶
止
観
」
（
東
京
教
育
大
学
国
語
国
文
学
会
編
集
『
言

語
と
文
芸
』
第
調
号
）
に
お
い
て
「
第
三
十
八
段
か
ら
第
五
十
段
に
い
た
る
つ
れ
づ
れ
草
本

文
の
論
旨
の
内
容
お
よ
び
展
開
は
、
摩
訶
止
観
第
六
章
、
い
わ
ゆ
る
方
便
章
の
第
二
節
呵
五

欲
、
第
三
節
棄
五
蓋
の
本
文
に
し
た
が
っ
て
、
あ
る
い
は
顕
著
な
か
た
ち
で
、
あ
る
い
は
隠

微
な
か
た
ち
で
、
欲
お
よ
び
蓋
に
つ
い
て
、
そ
の
相
、
害
、
棄
法
を
の
べ
た
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
」
と
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
立
場
は
、
江
戸
時
代
の
『
徒
然

草
』
注
釈
書
の
一
つ
、
加
藤
盤
斎
の
『
徒
然
草
抄
』
（
寛
文
元
年
一
六
六
一
刊
）
に
、
「
兼

好
が
つ
れ
づ
れ
草
を
か
け
る
心
の
お
も
む
き
む
か
ふ
」
と
こ
ろ
を
解
説
し
て
、
「
天
台
摩
訶

止
観
を
や
は
ら
げ
て
か
け
る
也
。
止
観
と
い
ふ
も
必
要
と
い
ふ
も
妙
法
と
い
ふ
も
、
名
別
義

通
也
。
今
は
つ
れ
づ
れ
草
と
い
ふ
も
、
名
別
義
通
也
。
日
本
国
の
人
の
止
観
の
ゑ
ち
を
し
り

よ
き
や
う
に
、
こ
の
草
子
に
か
け
る
と
見
る
べ
し
。
和
国
の
風
俗
を
か
り
て
仏
法
を
を
し
へ

た
る
事
、
も
ろ
も
ろ
の
三
蔵
た
ち
の
梵
文
を
漢
語
に
翻
訳
し
た
る
こ
こ
ろ
と
同
じ
も
の
也
。
」

（
同
志
社
大
学
編
『
人
文
科
学
』
一
’
一
八
昭
和
虹
年
刊
Ｖ
に
収
め
る
吉
田
恵
弓
徒
然
草
』

と
『
老
子
』
お
よ
び
『
荘
子
』
の
思
想
」
よ
り
引
用
。
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
と
同
一
の

系
譜
に
立
つ
も
の
と
解
さ
れ
る
。
江
戸
時
代
、
殊
に
初
期
に
は
、
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
す

る
『
徒
然
草
』
注
釈
が
支
配
的
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
「
古
注
」
と
呼
ば
れ
る
浅
香
山
井
著

『
徒
然
草
諸
抄
大
成
』
（
貞
享
五
年
一
六
八
八
刊
）
に
は
、
こ
の
種
の
注
釈
が
集
成
さ
れ
て

い
る
。
（
三
谷
・
峯
村
編
『
徒
然
草
解
釈
大
成
』
八
昭
和
虹
年
岩
崎
書
店
刊
Ｖ
に
よ
る
。
）

西
尾
実
校
訂
『
兼
好
法
師
家
集
』
（
昭
和
哩
年
、
岩
波
文
庫
刊
）
師
ペ
ー
ジ
。

『
大
日
本
古
文
書
』
（
家
わ
け
第
十
七
大
徳
寺
文
書
之
六
）
。

６

安
良
岡
康
作
『
徒
然
草
全
注
釈
』
（
上
巻
）
（
昭
和
妃
年
、
角
川
書
店
刊
）
魂
ペ
ー
ジ
、
師

ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
。

一
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こ
う
見
て
く
る
と
、
兼
好
が
接
近
し
、
そ
こ
か
ら
彼
が
影
響
と
樛
透
を
受
け

た
仏
教
思
想
は
、
特
定
の
宗
派
・
単
一
の
教
学
に
限
定
さ
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

言
わ
ば
雑
修
的
な
態
度
で
仏
教
に
接
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
し
て
、
兼
好
は
、
仏
教
に
接
近
は
し
て
も
、
「
彼
自
身
の
本
来
の

、
、

足
場
を
あ
ま
り
踏
承
は
ず
し
て
は
」
い
ず
、
「
兼
好
は
け
つ
き
よ
く
粋
人
で
」

（
１
１
）

あ
っ
た
、
と
言
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
「
つ
れ
人
、

草
を
執
筆
し
て
い
る
兼
好
は
、
仏
道
か
ら
も
解
放
さ
れ
た
立
場
で
も
の
を
い
つ

（
２
）

て
い
る
」
と
い
う
判
定
が
く
だ
さ
れ
る
の
で
も
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
従
来
の
研
究

者
た
ち
の
立
場
は
、
い
ず
れ
も
、
『
徒
然
草
』
に
お
け
る
仏
教
思
想
の
影
響

を
、
心
な
ら
ず
も
、
容
認
し
な
が
ら
、
し
か
し
、
そ
れ
と
の
距
離
を
最
大
限
に

保
っ
た
場
所
に
お
い
て
、
「
文
芸
人
」
兼
好
の
自
由
な
創
作
活
動
及
び
主
体
的

思
索
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
、
強
調
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

私
も
、
同
様
に
、
兼
好
が
「
粋
人
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
そ
し
て
、
『
徒
然

草
』
が
決
し
て
信
仰
の
書
で
は
な
い
こ
と
を
、
認
め
る
が
、
従
来
の
研
究
者
た

ち
の
よ
う
に
、
兼
好
を
、
宗
教
Ｉ
仏
教
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
徒

然
草
』
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
逆
に
、
兼
好
と
仏

教
と
の
距
離
を
短
縮
し
て
、
彼
を
仏
教
の
側
へ
接
近
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

『
徒
然
草
』
の
思
想
内
容
の
統
一
的
理
解
は
容
易
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
彼
の

（
４
）
村
岡
典
嗣
『
続
日
本
思
想
史
研
究
』
所
収
「
枕
草
紙
と
徒
然
草
」
岬
ヘ
ー
ジ
、
安
良
岡
康
作

「
道
元
と
兼
好
」
（
西
尾
実
先
生
古
希
記
念
論
文
集
『
中
世
文
学
の
世
界
』
八
昭
和
弱
年

岩
波
書
店
刊
Ｖ
）
所
収
”
ｌ
配
。
ヘ
ー
ジ
。

（
５
）
小
林
智
昭
「
仏
者
兼
好
論
」
（
『
中
世
文
学
の
思
想
』
八
昭
和
調
年
、
至
文
堂
刊
Ｖ
）
第
２
章
。

（
６
）
藤
原
正
義
「
兼
好
に
お
け
る
時
衆
と
禅
」
（
岩
波
書
店
『
文
学
』
昭
和
調
年
９
月
号
）
。

結
語

あ
り
の
ま
ま
の
人
間
像
も
鮮
明
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

『
徒
然
草
』
と
い
う
作
品
自
体
が
、
そ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
の
理
解
を
、
要
請

し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
私
は
、
以
上
の
論
述
に
よ
っ
て
、
そ
の
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
兼
好
が
純
然
た
る
宗
教
者
で
な
か
っ
た
こ

と
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
し
、
彼
を
い
た
ず
ら
に
偶
像
化
す
る
こ
と
は
、
注
意

深
く
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
『
徒
然
草
』
お
よ
び
『
家
集
』
を
通
し
て

見
ら
れ
る
彼
の
様
々
な
営
承
の
中
に
、
「
宗
教
の
覇
絆
を
脱
し
て
、
ま
さ
に
一

個
の
人
間
と
し
て
実
践
的
に
主
体
的
自
由
を
か
ち
と
り
、
自
力
的
に
主
体
の
充

（
３
）

足
を
意
図
す
る
」
姿
勢
を
看
て
取
る
こ
と
は
、
余
り
に
も
兼
好
を
近
代
的
個
人

主
義
の
側
へ
引
き
寄
せ
過
ぎ
た
解
釈
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
兼
好
は
、
ゑ

ず
か
ら
の
生
き
た
中
世
と
い
う
時
代
環
境
に
お
い
て
、
自
己
を
確
立
し
よ
う
と

し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
際
に
、
彼
が
拠
り
所
と
た
の
承
、
彼
を
最
も

強
く
と
ら
え
た
の
は
、
や
は
り
、
仏
教
思
想
で
あ
っ
た
。

注（
１
）
小
林
智
昭
『
中
世
文
学
の
思
想
』
配
・
ヘ
ー
ジ
。

（
２
）
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
釦
『
徒
然
草
』
解
説
（
西
尾
実
に
よ
る
）
和
・
ヘ
ー
ジ
。

１

（
３
）
藤
原
正
義
「
兼
好
論
序
」
（
『
文
学
』
昭
和
弘
年
４
月
号
）
皿
。
ヘ
ー
ジ
、
同
「
兼
好
に
お
け

る
時
衆
と
禅
」
（
『
文
学
』
昭
和
調
年
９
月
号
）
妬
・
ヘ
ー
ジ
。

付
記

（
イ
）
『
徒
然
草
』
か
ら
の
引
用
は
、
す
べ
て
、
岩
波
書
店
版
・
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
る
。

（
ロ
）
中
国
古
典
か
ら
の
引
用
は
、
す
べ
て
、
『
国
訳
漢
文
大
成
』
（
東
洋
文
化
協
会
刊
）
に
よ
る
。

（
な
お
、
こ
れ
は
、
文
部
省
科
学
奨
励
研
究
費
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
）

（
昭
和
“
年
８
月
ｎ
日
・
小
山
高
専
助
教
授
）
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